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Ⅳ．調査票 

「長崎県内企業の社会貢献活動にかかる実態調査」調査票 

 

 

 

 

 

１．取り組んでいる     ２．過去に取り組んでいたが、現在は取り組んでいない  

３．今後取り組む予定である ４．今後も取り組む予定はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２－１  貴事業所の社会貢献活動の分野について、該当する選択肢すべてに○印をつけてください。 

１．保健・医療・福祉 ２．社会教育 ３．まちづくり ４．学術・文化・芸術・スポーツ  

５．環境 ６．災害救援 ７．地域安全 ８．人権擁護・平和推進 ９．国際協力  

10．男女共同参画 11．子ども 12．情報化社会 13．科学技術 14．経済活性化 

15．職業能力開発・雇用機会拡充 16．消費者保護 17．観光振興 18．農山漁村振興  

19．その他（                                      ） 

 

問２－２ 貴事業所の社会貢献活動の体制について、該当する選択肢すべてに○印をつけてください。 

  １．貴事業所単独 ２．貴事業所と行政との協働 ３．貴事業所と県民活動団体との協働  

４．その他（                                     ） 

 

問２－３ 問２－２で「３．貴事業所と県民活動団体との協働」以外を選択された方にお尋ねします。県民

活動団体と連携しない理由は何ですか？該当する選択肢３つ以内に○印をつけてください。 

１．県民活動団体との連携は必要ない（理由                       ） 

２．県民活動団体に関する情報不足 

３．県民活動団体と連携・協力する機会がない  ４．連携できる県民活動団体が見当たらない 

５．人的な余裕がない             ６．財政的な余裕がない 

７．社内の方針・コンセンサスが固まっていない ８．企業活動への悪影響 

９．メリットがない              10．理由はない・わからない 

11．その他（                                     ） 

問１ 平成 22～23年度にかけて、貴事業所は社会貢献活動に取り組んでいますか？該当する選択肢１つ

に○印をつけてください。なお、まだ実施してはいないものの、平成 23年度中の計画がある場合

は、「１．取り組んでいる」を選択してください。 

問１で「１」を選択された場合は問２と問６、 

「２」を選択された場合は問３と問６、 

「３」を選択された場合は問４と問６、 

「４」を選択された場合は問５と問６の質問にご回答ください。 

問２ 問１で「１．取り組んでいる」を選択された事業所に、貴事業所の社会貢献活動についてお尋ね

します。 
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問２－４ 問２－２で「３．貴事業所と県民活動団体との協働」を選択された方にお尋ねします。協働する

県民活動団体を選定する理由は何ですか？該当する選択肢３つ以内に○印をつけてください。 

１．これまでの活動実績  ２．人的つながり 

３．地理的条件      ４．公開している情報（事業報告書・定款等） 

５．新聞・テレビ等の評判  

６．その他（                                  ） 

 

問２－５  貴事業所の社会貢献活動にあたって提供する経営資源は何ですか？該当する選択肢すべてに○

印をつけてください。 

１．従業員による勤務時間外のボランティア活動を奨励・支援 

２．従業員による勤務時間内のボランティア活動を義務づけ 

３．業務として従業員を派遣 

４．貴事業所の本業に関わるモノやサービスを無償もしくは市価より安く提供 

５．貴事業所の本業とは関係ないモノやサービスを無償もしくは市価より安く提供 

６．貴事業所の施設を無償もしくは市価より安く提供 

７．資金の提供 

８．専門的な知識、情報、技術等を提供 

９．その他（                                  ） 

 

問２－６ 貴事業所の社会貢献活動について、何を、誰に対して、どのように等、具体的内容をご記入くだ

さい。 

例）建設業で培った土木技術を活かして、NPO 法人山の緑を守る会（架空団体）が実施する年

２回程度の植林に、重機や人材を派遣している。 

 

 

 

 

 

 

問２－７ 貴事業所が 問２－６の社会貢献活動に取り組むに至った動機について、該当する選択肢２つ以

内に○印をつけてください。 

１．地域の事業所として当然だから 

２．経営者が社会貢献に熱心だから 

３．従業員が社会貢献に熱心だから  

４．業界団体等、貴事業所が所属する組織が取り組んでいるから 

５．行政、県民活動団体等からの要請があったから 

６．本業の利益にもつながるから 

７．その他（                                 ） 
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問２－８ 貴事業所が 問２－６の社会貢献活動に取り組むことで得られた、もしくは今後得られると思わ

れる成果について、該当する選択肢２つ以内に○印をつけてください。 

１．地域社会に対する理解 

  ２．県民活動団体に関する理解 

  ３．貴事業所への市民の理解 

  ４．貴事業所のイメージ向上 

  ５．従業員の意識改革 

  ６．その他（                                 ） 

 

問２－９ 貴事業所が今後も社会貢献活動を継続するための課題について、該当する選択肢２つ以内に○印

をつけてください。 

１．従業員の社会貢献活動に関する関心の喚起 

２．社会貢献活動プログラムの立案 

３．社会貢献活動を推進する体制の整備 

４．社会貢献活動を実施するための費用の低減 

５．地域社会の課題の把握 

６．行政や県民活動団体等、社会貢献活動における適切なパートナーの発見 

７．その他（                                  ） 

 

 

 

 

 

問３－１ 貴事業所が過去に取り組んでいた社会貢献活動について、何を、誰に対して、どのように等、具

体的な内容をご記入ください。 

例）建設業で培った土木技術を活かして、NPO 法人山の緑を守る会（架空団体）が実施する年

２回程度の植林に、重機や人材を派遣していた。 

 

 

 

 

 

 

問３－２ なぜ問３－１の社会貢献活動が途絶えたのか、最も大きな原因となった選択肢２つ以内に○印を

つけてください。 

  １．その社会貢献活動の社会的意義が薄れてきたから 

  ２．費用や人員等の負担に耐えられなくなったから 

  ３．行政、県民活動団体等との連携が上手くいかなかったから 

  ４．その他（                                 ） 

問３ 問１で「過去に取り組んでいたが、現在は取り組んでいない」を選択された事業所に、貴事業所

の社会貢献活動についてお尋ねします。 
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１．取り組むことに意義のある社会貢献活動のテーマを見つけること 

２．社会貢献活動に取り組むにあたって費用、人員等の負担を軽減する方策を見つけること 

３．貴事業所が連携すべき相手を見つけること 

４．その他（                                 ） 

 

 

 

 

 

 

１．社会貢献活動に取り組む意義等について経営者や従業員が理解すること 

２．社会貢献活動となる要請が行政、県民活動団体等からあること 

３．本業の業績が向上し、社会貢献活動に取り組む余裕ができること 

４．その他（                                ） 

 

 

 

 

問６－１ 県民活動団体と連携・協力して社会貢献を行う場合、貴事業所に必要な条件は何ですか。該当す

る選択肢２つ以内に○印をつけてください。 

１．県民活動に対する理解を深めること 

２．県民活動団体に関する情報の収集 

３．連携・協力についての理解・意識の醸成 

４．連携・協力にかかわる取り組み方針の確立 

５．担当部署・担当者の配置 

６．特にない・わからない 

７．その他（                                   ） 

 

問６－２ 県民活動団体と連携・協力して社会貢献活動を行う場合、県民活動団体に対する要望はあります

か。該当する選択肢２つ以内に○印をつけてください。 

１．日頃の活動に関する情報を開示してほしい 

２．理念や取り組み方針をはっきりさせてほしい 

３．組織や体制を確立してほしい 

４．企業活動への理解を深めてほしい 

５．特にない・わからない 

６．その他（                                    ） 

問４ 問１で「３．今後取り組む予定である」を選択された事業所にお尋ねします。貴事業所が社会貢

献活動に取り組むにあたっての課題について、該当する選択肢２つ以内に○印をつけてください。 

問５ 問１で「４．今後も取り組む予定はない」を選択された事業所にお尋ねします。貴事業所が社会

貢献活動に取り組もうと考えるようになるためには何が必要ですか。該当する選択肢２つ以内に

○印をつけてください。 

問６ すべての事業所にお尋ねします。 



 5 

 

問６－３ 県民活動団体と連携・協力して社会貢献活動に取り組むための環境づくりについて、行政への要

望はありますか。該当する選択肢３つ以内に○印をつけてください。 

１．県民活動団体に関する情報を積極的に提供してほしい 

２．県民活動団体との情報・意見交換の場を提供してほしい 

３．県民と企業の協働に関する情報提供 

４．県民と企業を繋ぐコーディネート機能の充実 

５．県民・企業の協働の場の設定 

６．県民と企業の協働に関するルール作り 

７．特にない・わからない 

８．その他（                                  ） 

 

問６－４ 社会貢献活動を実施するにあたって、今後、事業所として、連携したい団体はありますか。該当

する選択肢２つ以内に○印をつけてください。 

１．他の企業と連携したい 

２．行政（県・市・国）と連携したい 

３．自治会等地域団体と連携したい 

４．NPO・ボランティア団体・県民活動団体と連携したい 

５．社会福祉協議会と連携したい 

６．いずれとも連携したくない 

７．その他（                                    ） 

 

問６－５ 長崎県内の事業所による社会貢献活動を活性化する方策等、企業の社会貢献についてお気づきの

点がありましたら何でも結構ですのでご記入ください。 
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●ご回答いただいた内容等について確認させていただきたい場合などに備えて、以下をご記入いただければ

幸いです。なお、以下の情報については、本アンケート調査にかかるご連絡以外の用途には使用しません。 

 

事業所名  

住所  

TEL  

FAX  

E-mail  

ご回答者名  

ご回答者部署  

インタビューや詳細な社会貢献活動などへの取材の協力     可     不可 

 

●ご提出期限 平成 24年 1月 27日（金) 

●ご提出方法 FAX：095-827-4862、または同封の返信用封筒にてご回答ください。 

 

ご協力ありがとうございました。 


